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災害に備える

～自分が守る大切な人の命～

　全国的に、地震や極端な集中豪雨などが多発し、各地
で甚大な被害をもたらしています。唐津市でも大雨など
による災害が起こっています。
　上と左の３枚の写真は、平成18年９月の局地的集中
豪雨により、相知町で発生した土石流による被害の写真
です。橋は流失し、複数の家屋が土石流により全半壊し
ました。
　自分の命を守るためには、「自分は災害にあわないと
いう思い込み」を捨て、起こりうる災害を日頃からイメー
ジすることが大切です。
　平成28年12月に、情報がより正確に伝わるよう避難
情報の名称が変わりました。また、自宅や学校・職場な
どにはどのような災害の危険性があるのか、最新の調査
結果が公表されています。
　あらかじめ避難情報の種類や、災害の危険性を確認・
認識して、いざという時の避難行動について考えておき
ましょう。

問 危機管理防災課　☎７２－９２６０

▲土石流によって下流部に流出した山口谷２号橋

▲土石流の被害を受けた家屋

▲土石流の被害を受けた消防団積載車
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「
避
難
情
報
」の
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

名
称
変
更
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

―
平
成
28
年
台
風
第
10
号
の
水
害
―

　
台
風
第
10
号
は
、
平
成
28
年
８
月
21

日
に
四
国
の
南
海
上
で
発
生
。
発
達
し

な
が
ら
北
上
し
、
暴
風
域
を
保
っ
た
ま

ま
岩
手
県
に
上
陸
。

　
台
風
が
東
北
地
方
太
平
洋
側
に
上
陸

し
た
の
は
気
象
庁
が
昭
和
26
年
に
統
計

を
開
始
し
て
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

岩
手
県
で
は
多
い
と
こ
ろ
で
１
時
間
に

80
ミ
リ
の
猛
烈
な
雨
と
な
る
な
ど
、
東

北
地
方
か
ら
北
海
道
地
方
を
中
心
に
大

雨
と
な
り
ま
し
た
。

失
わ
れ
た
命

　
特
に
、
岩
手
県
岩
泉
町
で
は
、
死
者・

行
方
不
明
者
が
21
人
に
及
ぶ
な
ど
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
福
祉
施
設
で
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
自
治
体
が
発
令
し
た

「
避
難
準
備
情
報
」
で
、
住
民
に
危
険

性
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

被
災
し
た
福
祉
施
設
の
管
理
者
は
、

避
難
準
備
情
報
が
出
さ
れ
た
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
要
配
慮

者
の
避
難
開
始
を
知
ら
せ
る
情
報
で
あ

る
と
の
理
解
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
避
難
行
動
が
遅
れ
る

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
国
は
、
よ
り
確
実
な
避
難
行

動
に
つ
な
が
る
よ
う
に
避
難
情
報
の
名

称
を
変
更
し
ま
し
た
。
唐
津
市
で
も
今

後
は
変
更
後
の
名
称
で
避
難
情
報
を
提

供
し
ま
す
。

▲平成28年６月22日の大雨により唐津市七山で起こった土砂崩れ

変更前

避難準備情報
避難勧告
避難指示

変更後

避難準備・高齢者等避難開始
避難勧告 ※変更なし
避難指示（緊急）

　市は災害情報を次のページのようなさまざまな方法で皆さんにお知らせします。災害情報・避難情報に早
くから注意し、もし避難情報が出た場合には、その段階に応じた行動をとるよう心がけてください。

避難準備・高齢者等
避難開始
求める行動
・足が不自由な人など、避難に時

間がかかるため災害時に配慮
が必要な人（要配慮者）とその
サポートをする人は立ち退き
避難を開始する。

・その他の人は、今後の気象情報
に注意して、いつでも立ち退き
避難を開始できる準備を行う。

避難勧告
求める行動
・避難勧告発令時に指示された避

難所に速やかに立ち退き避難す
る。

・指定する避難所への立ち退き避
難がかえって命に危険を及ぼし
かねないと自ら判断する場合に
は、近くのより安全な場所や屋
内の安全な場所へ移動するなど
安全確保を行う。

避難指示（緊急）
求める行動
・既に災害が発生していてもおか

しくない極めて危険な状況。未
だ避難していない人は、指定さ
れた避難所へ早急に避難する。

・指定する避難所への立ち退き避
難がかえって命に危険を及ぼし
かねないと自ら判断する場合に
は、近くのより安全な場所や屋
内の安全な場所へ移動するなど
少しでも命が助かる可能性の高
い避難行動を行う。

市報からつ　平成29年６月号3
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災害が起こったとき、皆さんの自宅や学校、職場などはどんな状況になるでしょうか
　災害発生時にお住まいの地域で想定される被害リスクなど最新の調査結果を確認できるサイトを４
つ紹介します。防災意識と知識を持って、災害発生が予測されるときは的確な判断をして、迅速な避
難行動をとりましょう。

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは？
　弾道ミサイル情報、緊急地震速報など、対
処に時間的余裕がない事態に関する情報を、
国が住民に対し瞬時に伝達するシステムの総
称です。
　このシステムを使って唐津市民に対し情報
伝達が行われる場合は、市が国から情報を受け
取り次第、ただちに右表の災害情報伝達手段が
自動で起動し、瞬時に情報提供が行われます。

唐津市からの災害情報はどうやって知ればいいの？
◆唐津市災害情報メール
◆チャンネルからつのＬ字テロップ
◆防災行政無線
◆唐津市ホームページ
◆ＦＭからつ緊急放送
※�気象情報や土砂災害警戒情報などは、チャンネルからつ
のデータ放送でも随時確認できます。また、必要に応じ
て、市の広報車や消防車両による広報活動を行います。

栄町自主防災会～土鍋でごはんを炊く訓練～
　栄町自主防災会は、栄町住民による地域防災力向上のた
めの組織で、唐津市が認定する自主防災組織です。
　栄町は世帯数も多く、防災意識向上のためにまずは、「自
分の家族は自分たちで守る意識」を根付かせることが大切
との考えで、防災活動を始められました。
　さまざまな活動の中で、注目すべきは「土鍋でごはんを炊
く訓練」です。ガス、電気、水道がストップした場合に家にあ
るもので生活できるすべを身につけてもらおうと、カセッ
トコンロに土鍋をかけて炊飯する訓練です。
　キャンプ感覚で楽しめるため子どもたちにも人気で、多
くの人が楽しみながら防災力を向上させる取り組みを行っ
ています。

◆松浦川水系「浸水シミュレーション」

松浦川浸水想定

◆佐賀県の地震被害想定

佐賀県地震動の予測結果

◆佐賀県地理情報システム（土砂災害）

安図くん

◆佐賀県の津波浸水想定

佐賀県津波浸水想定

▼�唐津市災害情報メール
の登録はこちら
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新しい農業委員と農地利用最適化推進委員が決まりました
　４月11日に新しい農業委員
と農地利用最適化推進委員が
決まりました。任期は平成29年
４月11日から平成32年４月10
日までです。
　今後、新体制により農業の振
興と農地の有効利用のために
活動を行います。
　なお、農地に関する相談は、
地元の農業委員、農地利用最適
化推進委員、農業委員会事務局
または、各市民センター農業委
員会分室までご連絡ください。
問 農業委員会事務局

☎72-9165

唐津市農地利用最適化推進委員（34人）
地　区 担当する区域 氏　名

旧唐津

半田・鏡・松南町 脇
わ き

山
や ま

　久
ひ さ

利
と し

宇木・原・柏崎 濱
は ま

田
だ

　春
は る

成
し げ

和多田・養母田・養母田鬼塚・千々賀・山田・畑島 徳
と く

田
だ

　新
し ん

太
た

郎
ろ う

久里・双水・夕日・中原・山本・石志・橋本 本
ほ ん

田
だ

　末
す え

久
ひ さ

見借・二タ子・西唐津・菜畑・町田・神田・高島・
東唐津・その他の記載のない旧唐津地区 中

な か

野
の

　秀
ひ で

樹
き

相賀・湊町・屋形石・横野・中里・神集島 伊
い とう

　昭
あ き

德
の り

佐志・浦・枝去木・鳩川・八幡町・桜町・橋本町・
唐房・中瀬通 宮

み や

崎
ざ き

　隆
た か

広
ひ ろ

竹木場・唐川・菅牟田・重河内・熊ノ峯・東山・
大良・後川内・梨川内 森

も り

　　武
た け

則
の り

浜　玉

平原（座主・戸房・古瀬・中原・草場・今坂）・鳥巣 田
た

中
な か

　秀
ひ で

敏
と し

谷口・岡口・南山上・南山下・五反田・
平原｛柳瀬（大谷・灰久保・柳瀬・裏田）｝ 上

う え

野
の

　正
ま さ

泰
や す

東山田（野田）・山瀬・横田上 脇
わ き

山
や ま

　祐
ゆ う

治
じ

浜崎・横田下・大江・渕上 近
こ んどう

　吉
よ し

豊
と よ

厳　木
天川・星領・広川・鳥越・平之・広瀬・浦川内 秀

ひ で

島
し ま

　　崇
たかし

中島・牧瀬・瀬戸木場・厳木・浪瀬 ・岩屋・本山・
うつぼ木 真

ま

名
な

子
ご

　勝
か つ

正
ま さ

相　知

伊岐佐・黒岩・大野・千束 筒
つ つ

井
い

　正
ま さ

直
な お

楠・町切・長部田・鷹取・横枕・田頭・湯屋 山
や ま

口
ぐ ち

　秋
あ き

俊
と し

平山下・平山上・相知 岸
き し

田
だ

　正
ま さ

男
お

中山・山崎・久保・牟田部・佐里 加
か

唐
か ら

　一
か ず

夫
お

北波多
大杉・岸山・芳谷・稗田・志気・行合野 岩

い わ

﨑
さ き

　保
も り

曉
あ き

徳須恵・田中・竹有・山彦・下平野・上平野・成渕 中
な か

島
し ま

　隆
た か

夫
お

肥　前

寺浦・新木場・上ヶ倉・田野・新田・高串・阿漕・
瓜ヶ坂 大

お お

浦
う ら

　　崇
たかし

駄竹・納所西・納所東・京泊 中
な か

山
や ま

　國
く に

隆
た か

入野東・入野西・晴気・犬頭・星賀・向島・鶴牧・
菖津・大鶴・梅崎 宮

み や

口
ぐ ち

　広
ひ ろ

俊
と し

切木・赤坂・湯野浦・杉野浦・中浦・大浦岡・大浦浜・
満越・八折栄・万賀里川・仁田野尾・牧野地 松

ま つ

本
も と

　直
な お

弘
ひ ろ

鎮　西

鬼木・野元・串・元組・茜屋町・畑ヶ中・浦方・古里・
殿山 山

や ま

下
し た

　平
ひ ら

和
か ず

中町・先方・海士町・沙子・麦原・先部・波戸・
加唐島・松島・馬渡島 山

や ま

口
ぐ ち

　健
け ん

一
い ち

郎
ろ う

打上・菖蒲・早田 松
ま つ

尾
お

　和
か ず

葊
ひ ろ

横竹・塩鶴・中野・辻・赤木・丸田 小
こ

笹
ざ さ

　作
さ く

視
み

高野・岩野・八床・加倉・石室 松
ま つ

尾
お

　武
た け

憲
の り

呼　子
加部島 平

ひ ら

野
の

　博
ひ ろ

久
ひ さ

殿ノ浦・呼子 伊
い

藤
と う

　富
と み

幸
ゆ き

小友・大友・小川島 原
は ら

田
だ

　昌
ま さ

典
の り

七　山
大白木・狩川・樽門・藤川・野井原・林ノ上・馬川・
荒川 富

と み

岡
お か

　　剛
つよし

池原・東木浦・西木浦・仁部・柳瀬・滝川 瀬
せ

戸
と

　　学
まなぶ

唐津市農業委員(19人)
役　職 氏　　名

会　長 宮
み や

﨑
ざ き

　文
ふ み

也
や

副会長 井
い の

上
う え

　弎
か ず

彦
ひ こ

委　員 松
ま つ

本
も と

　耕
こ う

一
い ち

委　員 三
み

塩
し お

　政
ま さ

葊
ひ ろ

委　員 阿
あ

部
べ

　　太
ふとし

委　員 山
や ま

添
ぞ え

　　明
あきら

委　員 谷
た に

口
ぐ ち

　久
く

美
み

子
こ

委　員 吉
よ し

田
だ

　　哲
さとし

委　員 本
ほ ん

弓
きゅう

　壽
ひ さ

德
の り

委　員 田
た

中
な か

　由
よ し

彦
ひ こ

委　員 峯
み ね

　　政
ま さ

敬
の り

委　員 中
な か

山
や ま

　照
て る

久
ひ さ

委　員 宮
み や

原
は ら

　敏
と し

久
ひ さ

委　員 市
い ち

丸
ま る

　房
ふ さ

光
み つ

委　員 山
や ま

崎
さ き

　正
ま さ

葊
ひ ろ

委　員 石
い し

川
か わ

　利
と し

恵
え

委　員 小
こ

松
ま つ

　芳
よ し

郎
ろ う

委　員 阿
あ

蘇
そ

　孝
こ う

市
い ち

委　員 袈
け

裟
さ

丸
ま る

　一
か ず

彦
ひ こ

（敬称略） （敬称略）
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肥前　
ぼたんと芍

しゃく

薬
や く

まつり  ひぜんの花が切手に！
浜玉　
熱戦！浜玉町内ソフトボール大会

唐津　
旧大島邸　本格オープン

　肥前町のぼたんと緑の丘公園で、「ぼたんと芍
しゃく

薬
やく

まつり」が開催されました。
　市内だけでなく遠方からの来園者も多く、色鮮
やかな2,500株のぼたんと30,000本の芍薬に、訪
れた皆さんは魅了されていました。
　また、県の天然記念物に指定されている「切木
ぼたん」やぼたんと緑の丘公園のぼたん、芍薬を
あしらったフレーム切手「ひぜんの花　牡

ぼ

丹
たん

と芍
薬」が作られました。1,000部限定で、唐津市と
近隣市町の郵便局で販売されています。
� （４月26日）

　浜玉地区で開催される平成29年度のスポーツ
大会の皮切りとなる、恒例のソフトボール大会
が開催されました。
　この日は晴天に恵まれ、春の陽気の中、各地区
から20チームが参加し、大きな声援を背に、白熱
した試合が繰り広げられました。
　結果は、横田上地区が砂子地区を12対８で破
り、昨年の準優勝の雪辱を晴らし、見事11年ぶり
に優勝旗を手にしました。� （４月23日）

　南城内への移築・復原工事を終えた旧大島
邸が４月23日に一般公開され、開館を記念し
た式典や講演会が開かれました。
　旧大島邸は、唐津の近代化に大きく貢献し
た大島小太郎の邸宅です。
　記念式典には大島小太郎の孫である高

たか

尾
お

雄
ゆう

三
ぞう

さんや親戚にあたる浅
あさ

井
い

昭
てる

秋
あき

さんも参
加されました。
　旧大島邸は約40パーセントが移築前の部
材を再利用し、襖

ふすまえ

絵や釘
くぎ

隠
かく

し、欄
らん

間
ま

、庭園の飛
石などの配置も忠実に復原されています。来
場者は職員の説明に身を乗り出し、興味深そ
うに聞き入っていました。� （４月23日）
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5
月
3
日
、唐
津
や
き
も
ん
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
、窯
元
の
展
示

場
に
足
を
運
び
ま
し
た
。偶
然
、熊
本
県
益
城
町
か
ら
来
ら
れ
た
若
い
ご
夫
婦

と
遭
遇
。「
熊
本
地
震
で
収
集
し
て
い
た
器
が
ほ
と
ん
ど
割
れ
、新
た
に
収
集

を
始
め
る
」
と
の
こ
と
で
、唐
津
焼
を
購
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。私
も
唐
津
焼
の

茶
碗
を
購
入
。帰
宅
後
は
そ
の
茶
碗
で
お
茶
を
点た

て
、い
た
だ
い
た
味
は
格
別

で
し
た
。

　
京
町
ア
ー
ケ
ー
ド
に
は
、ア
ニ
メ「
ユ
ー
リ
!!!on IC

E

」の
聖
地
巡
礼
の
人
々

も
多
く
、地
図
を
片
手
に
皆
さ
ん
聖
地
の
写
真
を

撮
ら
れ
て
い
ま
し
た
。ア
ー
ケ
ー
ド
内
の
空
き
店

舗
で
は
、田
中
誠
さ
ん
が「
神
々
の
仮
面（
マ
ス
ク
）

展
」を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。100
点
の
仮
面
が
展
示

さ
れ
て
い
て
、不
思
議
な
空
間
で
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
さ
れ
、親
子
連
れ
が
仮
面
作
り
に
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
4
日
は
、鎮
西
町
打
上
に
足
を
運
び
ま
し

た
。打
上
校
区
地
域
活
性
化
協
議
会
と
他
県
の
サ

ポ
ー
タ
ー
で
行
わ
れ
た
田
植
え
に
参
加
。お
昼
ご
飯
の
炊
き
出
し
の
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。青
空
の
下
、み
ん
な
で
食
べ
る
ご
飯
は
最
高
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
は
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。お
昼
ご
飯
の
時
に
は
自
主
的
に
進
ん
で

お
手
伝
い
す
る
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。田
植
え
体
験

で
は
、生
き
物
を
大
切
に
す
る
心
や
、自
分
で
考
え
行

動
す
る
力
が
得
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

非
日
常
的
な
体
験
が
で
き
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
。一
期
一
会
。偶
然
の
出
会
い
、会
話
が

も
た
ら
す
ワ
ク
ワ
ク
感
。心
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
ま
し
た
。

　
（
取
材
地
：
大
手
口
周
辺
、鎮
西
町
）

厳木　
作
さ く

礼
れ い

山
ざ ん

山開き
相知　
相知町民運動会に1,200人参加！

　平
ひら

之
の

地区の作礼神社で、作礼山山開きの神事が
行われました。作礼山は相知町と厳木町の境界に
頂上があり、山頂からは唐津市内を見渡すことが
できます。その登山道では、四季を通じて景色や
草花などを楽しむことができ、多くの登山客が訪
れます。
　当日の山頂付近は雲がかかっていましたが、唐
津湾が一望できました。参列した地域の人や関係
者たちは、美しい景色を眺めながら、今後の登山
者やハイキングで訪れる人々の安全と無事を祈
願しました。� （４月25日）

　第43回唐津市相知町民運動会が天徳の丘運動
公園で開催され、町内７地区から約1,200人が参
加しました。当日は雲ひとつない絶好の運動会日
和に恵まれ、参加者は親睦を深めました。
　競技は、ふれあい玉入れやかけっこ競走、男女
大縄跳びなどのほか、消防団による分団対抗の人
間ばんばも行われ、天徳の丘には幼児からお年
寄りまで、応援の歓声や笑い声が、一日中響きわ
たっていました。
　特に、男女混合綱引きや地区対抗リレーは、一
番盛り上がる種目です。応援にも熱が入り、地域
の結束力を感じさせます。
　成績は昨年に引き続き、総合部門及び地区対抗リ
レーともに北部地区が優勝しました。�（４月23日）

唐
津
の
Ｇ
Ｗ
を
満
喫
～
文
化
、芸
術
、聖
地
、自
然
に
触
れ
る
～

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー　
坂
田　
あ
や
子
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市
民
課
で「
本
人
通
知
制

度
」を
行
っ
て
い
ま
す

　

申
請
し
た
人
の
住
民
票
な
ど

を
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し

た
と
き
に
、交
付
し
た
こ
と
を
本

人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
で
き
る
人

　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

(
除
票
が
あ
る
人
も
含
む)

、市
内

に
本
籍
が
あ
る
人(

除
籍
が
あ
る

人
も
含
む)

対
象
に
な
る
証
明
書

　

住
民
票
の
写
し
、住
民
票
記

載
事
項
証
明
書
、戸
籍
謄
本(

抄

本)

、戸
籍
の
附
票
の
写
し
、戸
籍

記
載
事
項
証
明
書

お
知
ら
せ
す
る
内
容

　

対
象
の
証
明
書
を
交
付
し
た

年
月
日
と
証
明
書
の
種
類
と
通

数受
付
時
間(

閉
庁
日
を
除
く)

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日(

祝
日
除

く)

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

申
請
方
法

　

本
庁
市
民
課
、各
市
民
セ
ン

タ
ー
市
民
福
祉
課
、出
張
所
の
窓

申
請
し
ま
せ
ん
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
書
類

の
提
出
や
、さ
ま
ざ
ま
な
本
人
確

認
の
場
面
で
、顔
写
真
付
き
の
身

分
証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申
請
料　
無
料

申
請
方
法

　

通
知
カ
ー
ド
受
け
取
り
時
に

同
封
さ
れ
て
い
た
申
請
書
と
返

信
用
封
筒
を
使
用
し
、郵
送
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
、本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て
、

本
庁
市
民
課
ま
た
は
各
市
民
セ

ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課（
☎
７
２
︱
９
１
２
０
）

口
で
、直
接
本
人
が
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
本
人
通
知
制
度
登
録
申
請
書
、

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な

ど
）

※�

代
理
申
請
の
と
き
は
委
任
状

と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

が
必
要
で
す
。

問
市
民
課（
☎
７
２
︱
９
１
２
０
）

平
成
28
年
度
住
民
基
本

台
帳
閲
覧
件
数
を
公
表

し
て
い
ま
す

　
請
求
者
、請
求
理
由
な
ど
が
分

か
る
閲
覧
実
績
は
、市
民
課
、各

市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
市
民
課（
☎
７
２
︱
９
１
２
０
）

行
政
へ
の
苦
情
や
要
望

を
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

行
政
の
対
応
や
説
明
に
納
得

で
き
な
い
こ
と
や
、こ
う
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
、お
困
り
の
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
定
例
の
行
政
相
談
を
毎

月
行
っ
て
い
ま
す
。日
程
な
ど
詳

し
く
は
、18
ペ
ー
ジ
の
「
行
政
相

談
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
佐
賀
行
政
評
価
事
務
所

（
☎
０
９
５
２
︱
２
２
︱
２
６
５
１
）

　
総
務
課（
☎
７
２
︱
９
１
１
３
）

固
定
資
産
税
の
減
免
申

請
は
６
月
23
日(

金)

ま
で

　

自
治
会
な
ど
が
所
有
し
て
い

る
集
会
所
や
広
場
な
ど
は
、年
一

回
申
請
す
る
こ
と
で
固
定
資
産

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
固
定
資
産

　

地
域
の
公
共
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
集
会
所
と
そ
の
土

地
、遊
具・
ベ
ン
チ
が
あ
る
公
園
、

区
画
が
明
確
な
ご
み・
資
源
物
の

集
積
所
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、運

動
広
場
、プ
ー
ル
用
地
、防
火
水

槽
敷
地
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

　
区
長・
自
治
会
長
な
ど
の
証
明

を
受
け
た
無
償
使
用
貸
借
証
明

書
な
ど

申
請
方
法　

　
６
月
中
旬
に
送
付
す
る｢

平
成

29
年
度
集
合
税
額
決
定
納
税
通

知
書｣

と
納
税
義
務
者
の
印
鑑
を

持
っ
て
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
限　
６
月
23
日(

金)

ま
で

問
税
務
課（
☎
７
２
︱
９
１
１
８
）

　

�

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市

民
福
祉
課

行政相談委員
地　区 相談委員 地　区 相談委員
北波多 宮

みや

本
もと

　展
てん

光
こう

唐　津 古
こ

藤
とう

　洋
よう

子
こ

肥　前 井
い

本
もと

　直
なお

人
ひと

唐　津 溝
みぞ

上
かみ

　明
あき

男
お

鎮　西 山
やま

下
した

　　剛
つよし

浜　玉 田
た

中
なか

　　宏
ひろし

呼　子 坂
さか

田
た

　一
いち

子
こ

厳　木 天
あま

川
かわ

　俊
とし

雄
お

七　山 鬼
おに

木
き

　信
のぶ

義
よし

相　知 井
い

手
で

かおる
（敬称略）

 
市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん
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後
期
高
齢
者
医
療
の
加

入
者
は
、自
宅
で
健
康

相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す

訪
問
健
康
相
談
と
は

　
訪
問
健
康
相
談
員
（
保
健
師
、

看
護
師
、管
理
栄
養
士
）
が
自
宅

を
訪
問
し
、健
康
づ
く
り
や
医
療

機
関・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の

仕
方
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
、ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

相
談
料　
無
料

対
象
者

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
の
う
ち
、医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
る
人
の
中
か
ら
任

意
で
選
ば
れ
た
人

※�

対
象
者
に
は
個
別
に
案
内
文

書
を
郵
送
し
ま
す
。

実
施
時
期

　
６
月
か
ら
開
始
予
定

問
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合

（
☎
０
９
５
２
︱
６
４
︱
８
４
７
６
）

　
保
険
年
金
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
３
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
軽
減
見
直
し

　

平
成
29
年
度
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
軽
減

が
見
直
さ
れ
ま
す
。（
下
表
参
照
）

見
直
し
の
理
由

　

団
塊
世
代
が
全
員
75
歳
以
上

に
な
る
２
０
２
５
年
に
、国
民
医

療
費
の
総
額
は
61・
８
兆
円
に
な

る
見
込
み
で
す
。後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
場
合
、窓
口
で
お
支
払

い
に
な
る
医
療
費
は
医
療
費
全

体
の
ご
く
一
部
で
、そ
の
大
半
は

税
金
や
74
歳
以
下
の
人
の
保
険

料
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、全
て
の
人
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を

維
持
す
る
た
め
に
、世
代
間・
世

代
内
の
負
担
の
公
平
を
図
り
、負

担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
求
め
、

軽
減
を
見
直
し
ま
す
。

問
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合

(

☎
０
９
５
２
︱
６
４
︱
８
４
７
６)

　
保
険
年
金
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
３
）

①均等割額（年額51,800円）の５割・２割軽減の減額基準の見直し

③元被扶養者の均等割額軽減特例の段階的見直し

　●�元被扶養者とは、後期高齢者医療制度の被保険者になる日の前日において社会保険などの被扶
養者だった人のことです。

年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度以降※

均等割額 ９割軽減 ７割軽減 ５割軽減 ５割軽減
所得割額 負担なし 負担なし 負担なし 負担なし

（※資格取得後2年間限定）

◆５割軽減の拡大

◆２割軽減の拡大

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額
拡 大 前 基礎控除（33万円） ＋ 26.5万円 × 被保険者数　以下の世帯
拡 大 後 基礎控除（33万円） ＋ 27万円 × 被保険者数　以下の世帯

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額
拡 大 前 基礎控除（33万円） ＋ 48万円 × 被保険者数　以下の世帯
拡 大 後 基礎控除（33万円） ＋ 49万円 × 被保険者数　以下の世帯

②低所得者の所得割額軽減特例の段階的見直し
　保険料の賦課のもととなる所得が58万円以下（年金収入で211万円以下）の人

　※年金収入で153万円以下の場合は所得割額はかかりません。

平成28年度 平成29年度 平成30年度以降
５割軽減 ２割軽減 軽減なし
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※�

③
特
定
目
的
住
宅
の
入
居
資
格

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
付
日

　
６
月
14
日（
水
）か
ら

受
付
期
間（
閉
庁
日
は
除
く
）

　
６
月
16
日（
金
）か
ら

　
６
月
23
日（
金
）ま
で

申
込
書
配
付・受
付
場
所

　
㈱
創
建
窓
口
（
本
庁
３
階
）
と

建
築
住
宅
課
、各
市
民
セ
ン
タ
ー

総
務
教
育
課

申
込
方
法

　

入
居
申
込
書
と
必
要
な
書
類

（
所
得
証
明
書
な
ど
）
を
窓
口
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。電
話
や
郵
送

で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

入
居
方
法

　

公
開
抽
せ
ん
で
補
欠
順
位
を

決
定
し
、空
室
が
で
き
次
第
順
番

に
入
居
で
き
ま
す
。

問
唐
津・浜
玉・七
山
地
区

市
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
創
建

（
☎
０
１
２
０
︱
７
４
０
︱
７
８
４
）

問
そ
の
他
地
区

建
築
住
宅
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
９
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総

務
教
育
課

平
成
29
年
度

人
権
標
語
の
募
集

応
募
資
格

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学
生

以
上
の
人

応
募
期
限

　
６
月
30
日（
金
）

※
当
日
の
消
印
有
効
で
す
。

応
募
方
法

　
官
製
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、年

齢(

在
学
中
の
人
は
学
校
名
と
学

年)

、標
語
を
記
入
し
、生
涯
学
習

文
化
財
課
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
は
各
公
民
館
に
用
意
し

て
い
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
て

公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
１
人
２
作
品
ま
で
。

※�
入
賞
者
に
は
、市
同
和
問
題
講

演
会
時
に
表
彰
し
、賞
状
と
賞

品
を
贈
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
文
化
財
課

（
☎
７
２
︱
９
１
５
９
）

ま
た
は
お
近
く
の
各
公
民
館

６
月
26
日(

月)

か
ら

７
月
２
日(

日)

は

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」

強
化
週
間

　

期
間
中
は
専
用
電
話
に
よ
る

相
談
時
間
を
延
長
し
、平
日
は
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま

で
、土・日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
子
ど
も

の
人
権
に
つ
い
て
の
相
談
に
、法

務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が

応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０
︱
０
０
７
︱
１
１
０
）

６
月
１
日
は
人
権
擁
護

委
員
の
日

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。会
場
や
時
間
な

ど
、詳
し
く
は
18
ペ
ー
ジ
の
「
人

権
相
談
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間

の
人
た
ち
で
す
。市
で
は
21
人
の

委
員
が
市
役
所
な
ど
で
人
権
相

談
を
受
け
た
り
、小・
中
学
校
で

人
権
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

問
佐
賀
地
方
法
務
局
唐
津
支
局

（
☎
７
４
︱
１
４
４
１
）

唐
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
☎
７
２
︱
８
８
１
０
）

人
権・同
和
対
策
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
５
）

市
営
住
宅
等
入
居
補
欠

者
募
集

入
居
資
格・条
件（
①
②
共
通
）

◆
住
宅
に
困
っ
て
い
る

◆
同
居
す
る
親
族
が
い
る

◆
収
入
基
準
に
合
っ
て
い
る

◆
市
税
を
完
納
し
て
い
る

◆
暴
力
団
に
関
与
し
て
い
な
い

唐津市の人権擁護委員
氏　名 住　　所

宮
みや

﨑
ざき

　法
ほう

誠
せい

佐志浜町
菅
すが

　猛
たけ

美
み

大名小路
奥
おく

村
むら

　豊
ゆたか

中町
牟
む

田
た

　恭
きょう

子
こ

菜畑
宮
みや

﨑
ざき

　高
たか

廣
ひろ

石志
岩
いわ

本
もと

　喜
き

代
よ

美
み

町田1丁目
坂
さか

本
もと

　三
み

ヤ子
こ

鏡
新
しん

郷
ごう

　利
とし

幸
ゆき

浜玉町横田
吉
よし

岡
おか

　溢
いつ

子
こ

浜玉町五反田
田
た

中
なか

　信
のぶ

明
あき

厳木町岩屋
戸
と

川
がわ

　ヒサ子 厳木町広瀬
川
かわ

原
はら

　絹
きぬ

子
こ

相知町平山
松
まつ

本
もと

　律
りつ

夫
お

北波多稗田
松
まつ

竹
たけ

　素
もと

子
こ

北波多徳須恵
伊
い

藤
とう

　寛
ひろし

肥前町切木
北
きた

村
むら

　宗
むね

弘
ひろ

鎮西町横竹
伊
い

藤
とう

　正
まさ

己
き

鎮西町名護屋
阿
あ

部
べ

　七
な

海
み

雄
お

呼子町殿ノ浦
溝
みぞ

口
ぐち

　典
のり

子
こ

呼子町殿ノ浦
松
まつ

隈
ぐま

　芳
よし

江
え

七山馬川
小
お

形
がた

　健
けん

一
いち

七山仁部

（敬称略）

募集する市営住宅

①一般市営住宅

※�60歳以上の人には
単身で入居可能な住
宅もあります。

唐　津 二タ子・鏡・和多田・江ノ尻・旭が丘・西旗・新開・
臨港・中原・西浦・高島・西唐津・ラコルテ和多田

浜　玉 高虹
厳　木 中島・岩屋・新屋敷・桜が丘・本山・新屋敷（改良）
相　知 緑山・コーポラスのぞみ
北波多 千草野・稗田・立園（改良）・岸山（改良）
肥　前 星賀・納所

②特定公共賃貸住宅 ラコルテ和多田・北波多田中
③特定目的住宅 若者住宅（厳木町牧瀬）、第1～第3七山住宅（七山滝川）
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グ
を
抜
い
て
乾
燥
布
で
拭
き

取
る
。

◆�

機
器
の
使
用
後
は
電
源
を
切

り
、コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源
プ

ラ
グ
を
抜
く
。

◆�

電
源
プ
ラ
グ
や
コ
ー
ド
が
異

常
に
熱
く
な
っ
て
い
る
と
き

は
す
ぐ
に
使
用
を
中
止
し
、電

気
店
な
ど
に
点
検
し
て
も
ら

う
。

◆�

長
期
間
外
出
す
る
と
き
は
、で

き
る
だ
け
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
７
２
︱
４
１
４
９
）

と
が
難
し
い
人
は
、申
請
し
て
承

認
を
受
け
る
こ
と
で
、保
険
料
の

全
額
か
一
部
が
免
除
、も
し
く
は

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、一
部
免
除
に
該
当
し

て
も
、残
り
の
保
険
料
を
納
め
な

い
と
免
除
が
無
効
と
な
り
未
納

と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

免
除
制
度
の
対
象
者

◆�

本
人
、配
偶
者
、世
帯
主
の
前

年
の
所
得
が
基
準
額
を
下
回

る
人

◆�

災
害
な
ど
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
難
し
い
人

猶
予
制
度
の
対
象
者

◆�

50
歳
未
満
の
本
人
と
配
偶
者

の
所
得
が
基
準
額
を
下
回
る

人
問
日
本
年
金
機
構　
唐
津
年
金

事
務
所(
☎
７
２
︱
５
１
６
１)

保
険
年
金
課

(

☎
７
２
︱
９
１
２
１)

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市

民
福
祉
課

◆�

受
給
者
と
そ
の
配
偶
者
の
平

成
29
年
度
所
得
証
明
書（
今
年

１
月
２
日
以
降
に
唐
津
市
に

住
民
登
録
し
た
人
の
み
）

◆�

別
居
監
護
申
立
書（
お
子
さ
ん

と
住
民
票
上
別
居
し
て
い
る

人
の
み
）

※�

お
子
さ
ん
が
市
外
で
暮
ら
し

て
い
る
場
合
は
お
子
さ
ん
の

属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

の
写
し
（
本
籍・
続
柄
記
載
の

あ
る
も
の
）

受
付
場
所

　

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
市

民
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課（
郵
送

で
も
受
け
付
け
ま
す
）

提
出
期
限

　
６
月
30
日（
金
）

問
子
育
て
支
援
課

（
☎
７
２
︱
９
１
５
１
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市

民
福
祉
課

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

児
童
手
当
の
現
況
届
の
提

出
は
６
月
30
日（
金
）ま
で

　

現
況
届
と
は
受
給
者
の
所
得

や
お
子
さ
ん
の
養
育
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
書
類
の
こ
と
で
、現

況
届
を
提
出
し
な
い
と
６
月
分

以
降
の
児
童
手
当
を
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人

　

唐
津
市
か
ら
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人

※�

対
象
者
に
は
６
月
初
旬
に
案

内
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

※�

６
月
以
降
に
市
外
に
転
出
す

る
人
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

公
務
員
の
人
は
、勤
務
先
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。独
立
行
政

法
人
な
ど
勤
務
先
か
ら
で
は

な
く
市
か
ら
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
、市
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
も
の

◆
児
童
手
当・特
例
給
付
現
況
届

◆
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

◆�

受
給
者
の
保
険
証
の
写
し（
お

子
さ
ん
の
保
険
証
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に

ご
注
意
を
！

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
？

　

コ
ン
セ
ン
ト
と
電
源
プ
ラ
グ

の
隙
間
に
ほ
こ
り
が
溜
ま
り
、そ

の
ほ
こ
り
が
空
気
中
の
湿
気
を

吸
収
す
る
こ
と
で
、漏
電
し
発
火

す
る
現
象
で
す
。コ
ン
セ
ン
ト
の

周
り
が
焦
げ
つ
き
、最
悪
の
場

合
、火
災
を
引
き
起
こ
す
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

起
き
や
す
い
場
所
は
？

◆�

冷
蔵
庫
、テ
レ
ビ
、洗
濯
機
な

ど
の
裏
側
で
、ほ
こ
り
が
溜
ま

り
や
す
い
と
こ
ろ
の
コ
ン
セ

ン
ト

◆�

台
所
や
洗
面
所
、脱
衣
所
な
ど

の
湿
気
が
多
い
場
所
で
使
用

し
て
い
る
コ
ン
セ
ン
ト

◆�

加
湿
器
や
水
槽
な
ど
水
気
が

あ
る
場
所
で
使
用
し
て
い
る

コ
ン
セ
ン
ト

発
生
し
や
す
い
時
期
は
？

　
梅
雨

防
ぐ
に
は
？

◆�
冷
蔵
庫
な
ど
、常
に
通
電
し
て

い
る
機
器
は
、時
々
電
源
プ
ラ
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な
ど
の
資
格
を
持
っ
た
人
が
対

応
し
ま
す
。

開
設
日

◆
毎
週
金
曜
日

　
14
時
か
ら
18
時
ま
で（
毎
月
第

３
金
曜
日
は
21
時
ま
で
）

◆
毎
月
第
２
日
曜
日

　
14
時
か
ら
18
時
ま
で

場
所

　
唐
津
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
大
手

口
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
３
階
）

※�

都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

相
談
料

　
無
料（
要
予
約
）

※�

電
話
な
ど
で
、商
工
ブ
ラ
ン
ド

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
商
工
ブ
ラ
ン
ド
課

(

☎
７
２
︱
９
１
４
１)

◆
買
い
物
移
動
支
援
事
業

◆
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業

補
助
率

　
自
動
車
借
上
料
、広
告
宣
伝
費

な
ど
の
２
分
の
１（
限
度
額
50
万

円
）

募
集
期
間

　
平
成
30
年
３
月
30
日
ま
で

応
募
方
法

　

商
工
ブ
ラ
ン
ド
課
に
必
要
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④�

中
小
企
業
経
営
力
向
上
事
業

　

経
営
力
の
向
上
を
目
的
と
し

た
人
材
育
成
や
、展
示
会
へ
の
出

展
な
ど
に
積
極
的
な
事
業
者
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業
と
補
助
率

◆
人
材
育
成
事
業

　

公
的
機
関
が
実
施
す
る
研
修

等
の
受
講
費
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
１
万
円
）

◆
展
示
会
等
出
展
支
援
事
業

　

展
示
会
等
の
出
展
経
費
等
の

２
分
の
１（
限
度
額
10
万
円
）

（
独
立・創
業
）

　

信
用
保
証
料
自
己
負
担
額
の

全
額

◆�

創
業・
新
事
業
展
開
等
資
金

（
新
事
業
活
動
及
び
事
業
転

換
）

　

信
用
保
証
料
自
己
負
担
額
の

３
分
の
１
以
内（
上
限
20
万
円
）

◆
企
業
経
営
力
強
化
資
金

　

信
用
保
証
料
自
己
負
担
額
の

３
分
の
１
以
内（
上
限
20
万
円
）

募
集
期
間

　
平
成
30
年
３
月
30
日
ま
で

応
募
方
法

　

商
工
ブ
ラ
ン
ド
課
に
必
要
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
地
域
課
題
解
消
支
援
事
業

　

日
常
の
生
活
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
市
民
に
対
し
て
、買
い
物

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
事
業

者
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業

◆
移
動
販
売
事
業

①
新
規
出
店
支
援
事
業

　

市
内
の
空
き
店
舗
な
ど
へ
の

新
規
出
店
時
の
店
舗
改
装
費
な

ど
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
率

　
店
舗
改
装
費
、広
告
宣
伝
費
の

２
分
の
１（
限
度
額
100
万
円
）

募
集
期
間

　
平
成
29
年
12
月
28
日
ま
で

応
募
方
法

　
ま
ず
は
唐
津
商
工
会
議
所
、唐

津
東
商
工
会
、唐
津
上
場
商
工
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②�

創
業・新
事
業
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

補
助
事
業

対
象
者

　

市
内
で
創
業
や
新
事
業
に
取

り
組
み
、佐
賀
県
特
別
対
策
資
金

の
融
資
を
受
け
、佐
賀
県
信
用
保

証
協
会
に
信
用
保
証
料
を
完
納

し
て
い
る
法
人
と
個
人

対
象
資
金
と
補
助
率

◆�

創
業・
新
事
業
展
開
等
資
金

募
集
期
間

　
平
成
30
年
３
月
30
日
ま
で

応
募
方
法

　

商
工
ブ
ラ
ン
ド
課
に
必
要
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
中
小
企
業
小
規
模
事
業
資
金

　

市
が
保
証
料
を
全
額
負
担
す

る
な
ど
、市
内
中
小
企
業
の
経
営

安
定
化
の
た
め
の
融
資
制
度
で

す
。

貸
付
限
度
額

　
１
，０
０
０
万
円

貸
付
期
間

　
７
年
以
内

貸
付
利
率

　
年
１
．３
％
以
内

保
証
料

　
市
が
全
額
負
担

申
し
込
み
先

　
唐
津
商
工
会
議
所
、唐
津
東
商

工
会
、唐
津
上
場
商
工
会

⑥
創
業・経
営
相
談
窓
口

　
創
業・
経
営
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
に
、中
小
企
業
診
断
士

唐
津
の
商
工
業
者
を
応
援
！
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地
区

10
月　
肥
前
地
区

作
業
内
容

　

水
道
管
に
設
置
し
て
い
る
消

火
栓
な
ど
か
ら
勢
い
よ
く
放
水

す
る
こ
と
で
、水
道
管
内
の
鉄
さ

び
な
ど
を
流
出
さ
せ
ま
す
。

作
業
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で（
１
か
所
あ
た
り
の
作

業
時
間
は
20
分
程
度
で
す
。）

注
意
と
お
願
い

◆�

に
ご
り
水
が
出
た
時
は
、し
ば

ら
く
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

牛
乳
の
よ
う
な
白
い
水
は
、水

の
中
に
空
気
が
混
ざ
っ
た
も

の
で
体
に
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
ば
ら
く
放
置
す
る
と
澄
ん

で
き
ま
す
。

◆�
高
い
と
こ
ろ
で
は
、水
圧
の
低

下
に
よ
っ
て
水
の
出
が
悪
く

な
っ
た
り
、消
火
栓
か
ら
の
水

が
十
分
に
使
用
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

問
水
道
工
務
課

(

☎
５
３
︱
７
１
５
８)

唐
津
市
水
道
局
管
路
サ
ー
ビ
ス

(

☎
７
２
︱
９
１
４
８)

進
し
て
い
る
団
体
が
地
域
に
出

向
き
、出
前
講
座
を
通
し
て
、男

女
共
同
参
画
の
考
え
方
を
わ
か

り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
催
し

　

市
民
が
組
織
す
る
団
体(

自
治

会
、サ
ー
ク
ル
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど)

や
、市
内
に
事
務
所
を
置
く
法
人

な
ど
が
主
催
す
る
集
会
や
研
修

会
な
ど
で
、お
お
む
ね
10
人
以
上

参
加
予
定
者
が
い
る
も
の

実
施
期
間

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

申
込
方
法

　

受
講
希
望
日
の
１
か
月
前
ま

で
に
男
女
共
同
参
画
室
に
準
備

し
て
い
る
申
込
書
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。申
込
書
は
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
男
女
共
同
参
画
室

(

☎
７
２
︱
９
２
３
９)

水
道
管
清
掃
の
お
知
ら
せ

対
象
地
区
と
日
程

６
月　
唐
津
地
区（
下
表
参
照
）

７
月　
相
知
、北
波
多
地
区

９
月　

�

厳
木
、浜
玉
、呼
子
、鎮
西

６
／
23
～
29
は
男
女
共
同

参
画
週
間「
男
で
○
、女
で

○
、共
同
作
業
で
◎
。」

　
市
で
は
、｢
男
女
共
同
参
画
週

間｣

に
あ
わ
せ
て
、パ
ネ
ル
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

と　
き

　
６
月
23
日(

金)

～
29
日(

木)

と�

こ
ろ　

市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル

と
近
代
図
書
館
４
階

展
示
内
容

◆
市
の
事
業
紹
介

◆�

市
民
団
体
の
男
女
共
同
参
画

推
進
に
関
す
る
活
動
紹
介
展

示
物

◆
男
女
共
同
参
画
川
柳

◆
ポ
ス
タ
ー 

な
ど

※�

活
動
紹
介
展
示
を
行
う
市
民

団
体・
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま

す
。６
月
15
日(

木)

ま
で
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
男
女
共
同
参
画
室

(

☎
７
２
︱
９
２
３
９)

ご
利
用
く
だ
さ
い

｢

お
出
か
け
講
座
志し

援え
ん

隊た
い｣

　

市
内
で
男
女
共
同
参
画
を
推

6月（唐津地区）の水道管清掃日程
1日 (木) 鏡(辻の一部)、中原、原、柏崎、東宇木、宇木(上･中･下)
2日 (金) 鏡(梶原)、半田(矢作･本村･中組･河内)
5日 (月) 鏡(田中･町･山添･辻･赤水)
6日 (火) 鏡（虹町･高畑･今組･今村）、松南町
7日 (水) 東唐津、東城内、千代田町、栄町、東町
8日 (木) 南城内、西城内、北城内、西寺町、坊主町の一部、弓鷹町
9日 (金) 菜畑(東･西･南)、熊原町、新興町(東･西)、神田(内田･長松･西浦)、桜馬場、坊主町の一部、山下町
12日 (月) 西旗町、西浜町、富士見町、南富士見町、元旗町、江川町、朝日町(東･西)、二タ子1～3丁目、西唐津1～3丁目
13日 (火) 妙見町(東･西･南)、東大島、西大島、海岸通、藤崎通
14日 (水) 八幡町、桜町、橋本町、佐志(南･中里･中通･浜町)、西唐津の一部、中山町
15日 (木) 中瀬通、唐房1～7丁目、鳩川、浦、相賀
16日 (金) 神田(西浦･風早･山口･中村･陽光台･上神田)、旭が丘、見借
19日 (月) 和多田(大土井･天満町1～2丁目･先石･南先石･海士町･百人町･東百人町･用尺)、元石町
20日 (火) 元石町の一部、東町、十人町(東･西)、町田1～3丁目、船宮町、大石町、水主町、魚屋町、材木町(東･西)
21日 (水) 和多田(西山･本村･用尺の一部)、町田4～5丁目、長谷
22日 (木) 原の一部、久里(上･下)、夕日、双水、久里（工業用水）
23日 (金) 養母田鬼塚、養母田、橋本、千々賀、畑島、原（工業用水）
26日 (月) 山本、石志、松南町（工業用水）、東唐津（工業用水）
27日 (火) 山田、菅牟田、竹木場、重河内、唐川、熊ノ峰、東山、東城内（工業用水）
28日 (水) 後川内、梨川内、大良、枝去木、二タ子（工業用水）
29日 (木) 神集島、湊町(浜･岡)、屋形石、横野、中里、海岸通（工業用水）
30日 (金) 高島、海岸通（工業用水）、中瀬通（工業用水）
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第65回九州花火大会で交通規制をします
唐津警察署交通課　☎72-2101
と　き　７月16日（日）19:00～21:30
該当道路　産業道路から西の浜に通じる道路
　※緊急車両は除く
　※�旧大成小から西の産業道路では、車両通行止
めは行いません。

その他
　産業道路から北（西の浜方面）にお住まいの人
は、上記時間帯の車での移動は控えていただきま
すよう、お願いします。
　やむを得ず通行を希望される場合は唐津警察署
の通行許可が必要です。

マイリバー・クリーンアップ2017
実行委員会（道路維持課）　☎72-9134

　郷土の美しい自然を未来に引き継ぐため、松浦
川と玉島川の流域で河川の清掃活動を行います。
皆さんぜひ参加してください！
と　き　６月４日（日） 
　　　　8：30～受付開始
と�ころ　鏡地区、和多田地区、中原地区、養母田地
区、千々賀・石志地区、久里地区、山本・双水地区、
浜玉地区、厳木地区、相知地区、北波多地区、七山
地区

※会場の詳細は市のホームページに掲載しています。
※�小雨時は決行し、雨天時は中止します。中止の場
合は、チャンネルからつと市ホームページで午
前７時からお知らせします。

第121回からつ塾『世界遺産「能楽」を楽しむ』
唐津ビジネスカレッジ　☎77-1771
　能楽の不思議な魅力を学ぶことができます。能
楽をもっと身近に感じてみませんか。
講　師　多

た

久
く

島
しま

法
のり

子
こ

さん（観
かん

世
ぜ

流
りゅう

能
のう

楽
がく

師
し

）
と　き　６月24日（土）
　　　　15：00～17:00
ところ　唐津ビジネスカレッジ（松南町）
参加費　1,000円（学生500円）
※事前申し込み不要。

第18回虹の松原トライアスロンin唐津
スポーツ振興課　☎72-9237
と　き　６月18日（日）
　　　　8：00　　 スイムスタート（東の浜）
　　　　11:30ごろ　最終ランナーゴール
　　　　（唐津ロイヤルホテル前河川敷）
ところ　虹の松原周辺
※�虹の松原内県道が午前
８時から午前10時30分
まで全面通行止めにな
ります。ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協
力をお願いします。

ピアノとヴァイオリンのしらべ
相知交流文化センター　☎62-3111

　ピアニストの倉
くら

澤
さわ

華
はな

さんとヴァイオリニストの
中
なか

村
むら

ゆか里
り

さんをお招きし、コンサートを開催し
ます。
と　き　６月25日（日）
　　　　開場13：00　開演13:30
ところ　相知交流文化センター文化ホールサライ
入場料　一般1,200円（前売り1,000円）
　　　　高校生以下700円（前売り500円）
※�前売券は唐津市民会館と相知交流文化センター
で販売します。

※当日は一時保育があります。

日本稲作発祥の地　末
ま つ

盧
ろ

館　田植祭
末盧館　☎73-3673
　日本稲作発祥の地、菜畑遺跡・末盧館で田植祭を
開催します。当日は末盧館を無料開放します。
　皆さんの参加をお待ちしています。
内　容　復元水田での赤米田植え体験、オカリー
ナ演奏など
と　き　６月10日（土）
　　　　10：30～
ところ　末盧館（菜畑）
※田植えのできる服装
　でお越しください。
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唐津市近代図書館開館25周年記念特別展
「日本画山脈　再生と革新～逆襲の最前線」
近代図書館　☎72-3467

　東
ひがし

山
やま

魁
かい

夷
い

・平
ひら

山
やま

郁
いく

夫
お

などの巨匠から現在活躍中
の画家まで、現代の日本画54点を展示します。
と　き　６月３日(土)～７月17日(月・祝)
　　　　10:00～18:00（入場は17:30まで）
ところ　近代図書館 美術ホール
休館日　毎週月曜日
　�※６月７日(水)、７月５
日(水)・17日(月・祝)は美
術ホールのみ開館

入�場料　一般500円、市内
の75歳以上の人250円
(市のシルバーカードや
健康保険証などを提示)
※高校生以下無料
※�障がい者手帳を持ってい
る人と同行者１人は無料
(障がい者手帳を提示)
※�６月26日(月)に一部展示
替えを行います。

関連イベント①  水墨画を描こう！
　出品作家によるワークショップを開催します。
と　き　７月２日(日)　14:00～15:30
ところ　近代図書館４階会議室
講　師　日本画家　森

もり

山
やま

知
とも

己
き

さん
参加料　無料　　　対　象　小学３年～中学生
定　員　15人　
申込期限　６月14日(水)　
※往復ハガキにて申込。申込多数の場合は抽せん。
※申込方法は詳しくはお問い合わせください。
※�当日は汚れてもいい服装で毛筆用筆（大ふで、小
ふで）、下敷き、墨、硯

すずり

、筆洗い、筆拭きを持ってき
てください。

第29回見帰りの滝あじさいまつり
(一社)唐津観光協会相知観光案内所　☎51-8312
と　き　6月10日(土)～7月2日(日)
ところ　相知町見帰りの滝周辺
期間中のイベント
● 俳句募集
　 6月10日(土)～7月2日(日)
● 写真コンテスト募集
　6月10日(土)～7月14日(金)
　※当日消印有効
● ＪＲ九州ウォーキング
　6月17日(土)
※見帰りの滝周辺では、交通
　規制と美化協力金(1人200
　円)をお願いしています。

松浦党が愛した仏巡り―癒しとご利益を求めて―
実行委員会事務局(相知市民センター総務教育課)　☎53-7127

　癒しや歴史などを体感できるフットパスコー
スをガイド付きで巡りませんか。
と　き　６月11日(日)　10:00～15:00
参加料　1,000円(弁当・天徳の湯入浴券・マップ付)
※写経体験は別途1,000円必要（希望者のみ）
募集人数　100人　※先着順
※申込方法など詳しくはお問い合わせください。

絵本の読み聞かせ講習会「家族の心を結ぶ読み聞かせ」
近代図書館　☎72-3467
と　き　６月22日(木)
　　　　13：30～15:30
ところ　近代図書館４階会議室
講　師　白

しら

根
ね

恵
けい

子
こ

さん（佐賀女子短期大学教授）
入場料　無料
※一時保育は事前申し込みが必要です。

関連イベント②  アーティストトーク・ギャラリートーク・展示解説
　近代図書館美術ホールで「日本画山脈」関連イベントを開催します。
● 出品作家によるアーティストトーク
　講師・とき　神

かん

戸
べ

智
とも

行
ゆき

さん×田
た

中
なか

武
たけし

さん　６月 ４日（日）　14:00～15:00
　　　　　　 平

ひら

松
まつ

礼
れい

二
じ

さん　　　　　　　６月25日（日）　14:00～15:00
● ギャラリートーク
　講師・とき　野

の

地
じ

耕
こう

一
いち

郎
ろう

さん（泉
せん

屋
おく

博
はく

古
こ

館
かん

分館長）　７月16日（日）14:00～15:00
● 学芸員による展示解説
　と　き　６月11日（日）、18日（日）、７月９日（日）、17日（月・祝）　14:00～14:40
※どれも事前申し込みは不要ですが、展覧会の入場料が必要です。
※「緑映」、「モネの池・春彩」の展示期間　６月３日（土）〜25日（日）

▲東山魁夷「緑
りょくえい

映」1988年
　(市川市東山魁夷記念館)

平松礼二「モネの池・春
はるのいろどり
彩」2015年▲

▲�田中武「十六恥漢図シ
リーズ《皮算用》」2015
年(西治コレクション蔵)
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歯科 休日当番医
診療時間  午前９時～正午

６月

４日 (日) 青木歯科医院 ☎79-4182 新興町
11日 (日) ハシムラ歯科医院 ☎79-6550 和多田用尺
18日 (日) 中谷歯科 ☎54-0607 肥前町田野丙
25日 (日) くが歯科医院 ☎51-5120 相知町町切

７月
２日 (日) 宮原歯科クリニック ☎78-0177 山本
９日 (日) なかみぞ歯科クリニック ☎79-8111 和多田大土井

当番医は予告なく変更される場合があります。
受診前に確認してください。受診時は健康保険証をお持ちください。
問 保健医療課（☎72-9270）

休日などの救急医療体制

※小児科は４月から唐津赤十字病院内（和多田）に変わりました。
自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは
唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血車がやってきます

６月25日（日）
ひれふりランド（浜玉町渕上）

9：30～15：30

６月

問 佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

初期の救急医療はまずはかかりつけ医で受診しましょう
かかりつけ医が不在のときは…

休日（日曜・祝日・振替休日）
午前９時～午後９時

内科・外科
唐津救急医療センター
(千代田町 ☎75-5199)

平日 午後８時～翌午前６時
土曜日 午後６時～翌午前６時
日曜・祝日・振替休日 午前９時～翌午前６時

小児科
地域連携小児救急センター
(唐津赤十字病院内 ☎75-2110)

救命講習会受講者募集
　大切な人の命を救うために救命講習を受けませんか。応急手当や心肺そ生法などを学ぶことができます。
と　き　６月18日(日)　9：30～12:30
ところ　消防本部　中部分署(石志)
受講料　無料
定　員　30人(先着順)
申�込方法　申込書に必要事項を書いてメール、FAX、郵送または直接窓口に申し
込んでください。申込書は市のホームページからダウンロードできます。

申込期限　６月14日(水)� 問 消防本部警防課　☎72-4146(代表)

子どもの写真募集しますトライ・ザ・しゅわ

①�両手のひらを胸の前で
左右に振る

赤ちゃん

②�両手のひらを下に向けて
開き、ポンポンポンと外
側に移動させる

子ども

③�左手５本指で輪を作り、
その前をかすめるように
右手をおろす

写真

④�お腹の前にかきあつめる
ように内側に向けて両手
を動かす

募集します
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近代図書館
新興町　☎72-3467
　近代図書館４階子どもコー
ナーでは「まつぼっくり」などが
読み聞かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　6/3･10・17･24� 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　6/3･10� 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　6/14･28� 受付  10：30～12：00
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　6/14･28� 11：00～11：20
相知図書館
相知町相知　☎62-4194
　相知お話会｢虹のぽけっと｣な
どが読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　6/3･17� 14：00～14：30
　相知図書館児童室
唐津幼稚園
西城内　☎72-3438
◆唐津幼稚園で遊ぼう会
　「白くまちゃん」
　砂で遊ぼう　など
　6/6・20� 10：00～
認定こども園ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662
◆マットで遊ぼう など
　毎週月曜～金曜日
� 10：00～15：00
殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932
◆愛児園綱引きを楽しもう など
　毎週火･水･木曜日、6/3
� 10：00～15：00
呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926
◆園庭で遊ぼう！など
　毎週火･水･金曜日
� 9：30～15：30

認定こども園昭和幼稚園・なかよ
し保育園　北城内　☎72-4380
◆体をうごかして遊ぼう！ など
　�6/7･8･13･14・15・21・22・
26・28・29� 10：00～15：00

町田保育園子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168
◆♪歯をみがきましょう など
　�毎週月曜～土曜日(6/3・7･15･
　23・26除く)� 9：00～14：00

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385
◆ぱっちんカエルを作ろう など
　6/6･13･16・27� 10：00～11：30

なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129
◆�いらっしゃいませ（ままごと
あそび） など
　(場所：大久保コミュニティセンター)
　毎週火･水･金曜日
� 10：00～15：00

山本保育園
山本　☎78-0156
◆保育園の園庭で遊ぼう など
　(場所：山本西隣保館)
　毎週月･水･金曜日
� 10：00～15：00

認定こども園呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333
◆絵本読み聞かせ など
　毎週月･水･金曜日
� 10：30～15：00

認定こども園リョーユー幼稚園
和多田　☎74-7500
◆ママのためのリラックスアロマヨガ など
　6/1･12･15･20･22･28・29� 10：30～
　※6/28のみ10:00～

唐津市子育て支援情報センター
東城内　☎72-2288
◆講話「たのしくたべよう（乳児期）」
　6/14・21� 10：00～12：00
平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529
◆保育園児と遊ぼう
　6/7･14･21･28� 10：00～11：00
認定こども園相知エルアンこど
も園　相知町中山　☎51-8029
◆すっきりデー など
　6/12･14･23･26･28･30
� 9：00～14：00
北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710
◆田植えをしよう など
　6/6･13･20･27� 10：00～11：00
認定こども園すみれ幼稚園・
虹の森保育園　鏡　☎74-0660
◆音脳リトミック など
　6/7･9･13･14･16･20･23･27
� 10：00～
認定こども園唐津ルーテル
こども園　坊主町　☎72-2518
◆�こひつじ（0歳児）ベビーマッ
サージ など

　6/8･15・19・28� 9：00～14：00
認定こども園唐津カトリッ
ク幼稚園　山下町　☎72-2755
◆親子製作デー など
　6/2･8･13･23･27� 10：30～11：15

各施設では、下記行事以外にも週３日から６日「子育て親子の交流の
場」を提供しています。専任スタッフが常駐し、子育て相談も受け付
けています。日時など詳しくは、各施設にお問い合わせください。
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0120-747-570

無料法律相談（要予約）
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター市民福祉課
６月
２日
(金)

10：00～12：00
浜玉市民センター１階相談室

７日
(水)

10：00～12：00
北波多公民館

８日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

15日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

20日
(火)

10：00～12：00
相知市民センター１階相談室

22日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

７月
４日
(火)

10：00～12：00
肥前市民センター101号会議室

【予約受付開始日】
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の１週間前から
土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎73-4486
　借地･借家などの契約や苦情
についてご相談ください。
と　き　６月15日(木)
　　　　13：30～16：00
ところ　市民交流プラザ(大手口
　�センタービル「O

オ ー テ

tte」３階)小
会議室２

消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999
と　き　閉庁日を除く毎日 
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階市民相談室
女性・母子・父子総合相談
子育て支援課　相談室　☎53-7180
　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

行政相談
総務課　☎72-9113
６月
１日
(木)

9:00～12：00
七山公民館
厳木市民センター１階会議室

６日
(火)

9:00～12：00
呼子公民館
10：00～15：00
北波多公民館

13日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
13：00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

20日
(火)

9：00～12：00
相知市民センター別館第３会議室

21日
(水)

10：00～15：00
本庁２階第１会議室

７月
４日
(火)

9：00～12：00
小川島老人憩の家

５日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

６日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所/大名小路
●エイズ相談
　毎週火曜日� 9：00～11：00
　6/5・6・7� 17：00〜19：00
　6/20� 9:00～11：00、17：00～19：00
●骨髄提供希望者登録受付（要予約）
　6/1･8･15・22・29� 9：00～11：00
●肝炎ウィルス検査（要予約）
　6/20(火)� 15：00～19：00
●精神保健福祉相談（要予約）
　6/7･14･21･28� 13：30～16：00
●難病相談
　平日随時実施� 8：30～17：15
●療育発達相談（要予約）
　6/7(水)� 14：00～14：30
●不妊相談(要予約)
　平日随時実施� 8：30～17：15

唐津地区保護司会の相談受付
唐津地区更生保護サポートセン
ター　☎74-3626
　身近にある犯罪や非行で困っ
ている人からの相談を受け付け
ています。
受付時間　平日9：00～16：00
日曜相談会
　６月４日、７月２日� 9:00～16:00
と�ころ　唐津地区更生保護サ
ポートセンター（栄町）

人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター市民福祉課
６月
１日
(木)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
厳木市民センター１階会議室
肥前市民センター101号会議室
七山公民館
13：00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

６日
(火)

9：00～12：00
呼子公民館
10：00～15：00
北波多公民館

７日
(水)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

13日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)

20日
(火)

9：00～12：00
相知市民センター別館第２会
議室

７月
４日
(火)

9：00～12：00
小川島老人憩の家(呼子)

５日
(水)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

金融相談
佐賀県信用保証協会　☎0952-24-4343
●肥前･鎮西･呼子地区
　6/2、7/7� 11：00～13：00
　�唐津上場商工会経営支援セン
ター　玄海事務所

●浜玉･厳木･相知･北波多･七山地区
　6/2、7/7� 14：00～15:00
　唐津東商工会　本所
●唐津地区
　6/13、7/11� 10：00～15：00
　唐津商工会議所
※相談料無料、要予約
児童総合相談
子育て支援課　相談室　☎53-7181
　児童の虐待、不登校、ひきこも
りなど、子育ての悩みについて
相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

こころの相談
唐津市保健センター　☎75-5161
と　き
　6月9日（金）　9:30〜12:00
　6月15日（木）　14:00〜16:00
ところ　唐津市保健センター（千代田町）
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ＩＣＴ ×「変えていくチカラ」× 地域密着
ＩＣＴ（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）

を活用し、地域活性化を目指します！

㈱ロイヤルソリューション　☎77-2111 唐津市鏡4590  2Ｆ（201号室）
事務員募集中※パソコンできる方※

フリーマーケット「リサイク
ル夢市場」出店者募集
唐津市消費者グループ連絡協議
会(本庁１階市民相談室内)
☎72-9122

対象者　市内在住の人かグループ
と　き　６月25日(日)
　　　　10：00～15：00
ところ　ふるさと会館アルピノ
出店料　1区画(2ｍ×2.5ｍ)
　　　　1,500円
区画数　63区画
出�店品目　家庭にある品物でそ
のまま使えるもの

申�込方法　６月13日(火)午前８
時30分から市役所本庁議会棟
１階で受け付けます。(先着順)

◆�電話での申し込みや複数の区
画の申し込みはできません。

◆業者の人はご遠慮ください。

第48回唐津市民文化祭参加
団体募集
文化振興課　☎53-7129

　市内の文化施設などで、日頃の
練習の成果や作品を発表してみ
ませんか。
対�象　市内に拠点を置く文化団
体で責任をもって展示や発表
会を運営できる団体

会場　市内の文化施設など
期�間　原則10月１日(日)～11月
30日(木)

応募期限　６月30日(金)

夏季プール監視アルバイト
募集
スポーツ振興課　☎72-9237

対�象者　18歳から65歳までの人
で、25メートル以上泳げる健
康な人

仕�事内容　入場整理、遊泳監視、
ろ過機操作など

勤�務場所　中瀬プール、二タ子児
童プール

勤�務期間　７月19日(水)～9月１
日(金)

勤務時間　9：00～17：30
募集人数　10人程度
募集期限　６月16日(金)

平成29年９月期職業訓練受
講生募集
ポリテクセンター佐賀
☎0952-26-9516

募集科目
　CAD/NCオペレーション科�15人
　板金・溶接施工科� 15人
　住環境CAD科� 24人
　電気システム施工科� 15人
応�募資格　新たに職業に就こう
とする求職者で受講意欲があ
り、ハローワークから受講指示
か受講推薦を受けた人

入所日　９月５日(火)
訓練期間　６か月
受講料　無料(教科書代などは実費)
申込先　最寄りのハローワーク
申込期限　７月31日(月)

任期付職員(保育士・育児休
業代替)募集
職員課　☎72-9185

職務内容
● 保育士　岩屋保育園と中島保
育園での保育業務(任期８月１
日～平成31年３月31日)

● 育児休業代替　一般行政事務
　(�任期は職員の育児休業予定期
間による)

応募資格
● 保育士　保育士資格を持ち保
育士証の交付を受けていて８
月１日から勤務できる人。

● 育児休業代替　高校卒業程度
の学力があり、パソコンの基
本操作(文書作成や表計算処理
など)ができる人。

採用予定人数
● 保育士　２人程度
● 育児休業代替　３人程度
試験日　７月２日(日)
試験会場　唐津市役所
試験内容
● 保育士　作文と面接
● 育児休業代替　教養試験(高校
卒業程度)、作文と面接

応�募方法　申込書と必要書類を
簡易書留で職員課に郵送する
か直接窓口に提出
※�申込書は職員課と各市民セン
ター総務教育課のほか市ホー
ムページからもダウンロード
できます。

申込期限　６月23日(金)

あたりまえ  そんなみずこそ  たからもの水道週間
６月１日～６月７日

唐津市水道局
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消防設備士(甲種・乙種)試験
(一財)消防試験研究センター
佐賀県支部　☎0952-22-5602

と　き　７月30日(日)
ところ　佐賀大学本庄キャンパス
申込期間　６月13日(火)～23日(金)
申�込先　(一財)消防試験研究セ
ンター佐賀県支部
※�願書は消防本部予防課と各消
防署にあります。消防試験セ
ンターホームページからも申
し込めます。

※詳しくはお問い合わせください。

防火管理(甲種)講習
(一社)佐賀県消防設備安全協会
☎0952-30-2190

と　き　７月18日(火)～19日(水)
ところ　相知交流文化センター
申込期間　６月21日(水)～23日(金)
申�込先　(一社) 佐賀県消防設備
安全協会
※�申込書は消防本部予防課と各
消防署にあります。

※詳しくはお問い合わせください。

平成28年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
情報公開室　☎72-9183

祝

請求件数
（申出）

開示の方法
閲覧 写しの交付 その他

92 6 86 0

区　　分 件数
開 示 請 求 24
訂 正 請 求 0
利 用 停 止 請 求 0
合　　計 24

処理
状況

開 示 9
部分開示 8
不 開 示 1
不 存 在 5
取 下 げ 1

審 査 請 求 0

開示 部分開示 不開示 不存在 取下げ
44 32 1 12 3

審査請求 1

情報公開制度の実施状況 個人情報保護制度の実施状況

実施機関 件数 実施機関 件数
市長 72 選挙管理委員会 0

ボートレース
競走事業 0 監査委員 0
水道事業 5 公平委員会 0
消防長 3 農業委員会 0
教育委員会 8 固定資産評価

審査委員会 0
議会 4 合　計 92

サガン鳥栖観戦バスツアー
参加者募集
実行委員会事務局(スポーツ振興課)
☎72-9237

と　き　８月26日(土)
　　　　キックオフ 19：00
と�ころ　ベストアメニティスタ
ジアム(鳥栖市)

参加料　Ｂ自由席3,000円
　　　　（小中高生1,500円）
※�観戦チケット、往復バス代込
み。小学生未満で席を使用す
る場合は参加料必要。

対戦相手　ガンバ大阪
定　員　135人（先着順）
申込期間　６月12日(月)～23日(金)
旅行取扱　（株）肥前ツーリスト
　☎︎73-8200

消費生活相談員資格試験実施
唐津市消費生活センター
☎73-0999

　消費生活相談員は、中立で公
正な立場で消費者からの苦情や
問い合わせなどの相談・問題解
決を行います。
　試験にチャレンジしてみませ
んか。
一�次試験　10月14日(土)福岡市
など

受験料　13,500円（税込）
申�込期間　６月26日(月)～７月
28日(金)※当日消印有効

※詳しくはお問い合わせください。

福岡ソフトバンクホークス
観戦バスツアー参加者募集
実行委員会事務局(スポーツ振興課)
☎72-9237

と　き　８月25日(金)
　　　　試合開始 18：00
と�ころ　福岡ヤフオク！ドーム
(福岡市)

参加料　Ａ指定席4,500円
　　　　外野指定席2,800円
※�観戦チケット、往復バス代込
み。席指定はできません。

対�戦相手　千葉ロッテマリーンズ
定　員　540人（先着順）
申�込期間　６月12日(月)～23日
(金)

旅行取扱　（株）肥前ツーリスト
　☎︎73-8200

糖尿病教室（７月分）　　唐津赤十字病院　☎︎72-5111
と　き　7/5･12･19･26　15：00～16：00
※12日(水)の食事療法のみ  11：00～13：00
　　実食もできます（1食300円）
ところ　唐津赤十字病院
受講料　無料

20市報からつ　平成29年６月号

情
報
ひ
ろ
ば



ボートレースからつ
佐賀支部選手名鑑2ページ

スマートフォン
サイト LINE@

　皆さんは、日本モーターボート選手会佐賀支部所
属の選手にはどんな選手がいるかご存じですか？
佐賀支部選手名鑑の２ページ目を開いてみましょ
う。
　小城高校時代に選抜高校野球大会出場の経歴を
持つ、唐津市出身の安

やす

河
こう

内
ち

将
しょう

選手。ボートレーサー
養成学校「やまと学校」（現・ボートレーサー養成所）
の第111期卒業記念競走で優勝し、2012年11月
にデビューしました。

　将来のボートレース界を担う若手エリートボート
レーサーとして、2017年九州地区トップルーキー
に選ばれた今大注目の若手ボートレーサーです。
　野球で培った熱い勝負魂でレー
スに挑む安河内
選手に会いに、
「ボートレースか
らつ」に遊びに来
てください！

モーニングレース「朝ドキ！からつ」実施中

◆市・県民税、固定資産税、国民健康保険税
　第１期納期限	 ６月30日(金)
　口座振替日	 ６月26日(月)
　夜間納税相談	 ６月 ８日(木)
		  22日(木)
	 の午後７時まで
問 税務課(☎72-9188)
◆後期高齢者医療保険料
　第１期納期限	 ６月30日(金)
　口座振替日	 ６月26日(月)
問 保険年金課(☎72-9123)
◆介護保険料
　第１期納期限	 ６月30日(金)
　口座振替日	 ６月26日(月)
問 高齢者支援課(☎70-0101)

納付のお知らせ

● 毎週月曜日
● ７日(水)
※７日(水)は美術ホールのみ開館

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館（☎62-4194）

６月  図書館の休館日

とき　６月10日(土)　受付8:30　スタート9:15　終了15:00
集合場所　道の駅桃山天下市　　距離　11.2km
参加料　2,000円（昼食付き）　　 定員　40人

九州オルレ唐津コース
６月のテーマ「あじさい＆ご当地グルメウォーク」

問 名護屋城跡観光案内所（☎82-5774）

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00〜12：00
取�扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明書の

交付/戸籍謄本(全部事項証明書)･抄本(個人事項証
明書)の交付/戸籍届出受付/パスポートの交付/臨
時運行許可証の交付

※�転入・転出などの届け出や印鑑登録・パスポート申請な
どはできません。

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付	 月～金(祝・休日除く)	 8：30〜17：00
受取時間	 月～金(祝・休日除く)	 17：30〜20：00
	 土･祝・休日	 9：00〜12：00
受取場所	 予約をした本庁･各市民センターの当直室
受�け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世帯

の人）、印鑑登録証明書（本人）
＊�住民票にマイナンバーや住民票コードの記載を希望す

る人は、予約時にお申し出ください。
問 市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口

▲安河内将選手

ひまわり鍼灸・整骨院
TEL/FAX：0955-77-2222　　〒847-0022　唐津市鏡4512-1

12:00～14:00はお昼休みです。
日曜・祝日は休診、
月曜は午後のみの診療です。

　  受付時間 月 火 水 木 金 土 日
09:00～12:00 休 ○ ○ ○ ○ ○ 休
14:00～19:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
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からの眺めを意識して築造されたと考えられます。
　このように海からの眺めを意識したことから、古墳時
代の唐津地方は、畿内のヤマト政権の支配を受けながら
も朝鮮半島からの文化の窓口として非常に重要な位置で
あり、また、海を生活の場としていた集団の存在もうかが
えます。
　古墳はこの時期以降、次第に築造されなくなりました。
もともと古墳は、有力者がその大きな古墳を人々に見せ、
その人に権力があることを示して、人々を治めようとす
るものでした。しかしながら古墳を築造する以外の方法
で人々を治めることができるようになったことから、古
墳を築造する必要がなくなりました。
　そのため前方後円墳築造の時代が終

しゅうえん

焉することとなり
ました。瓢塚古墳も唐津地方では最終段階の前方後円墳
といえます。
問 生涯学習文化財課（☎72-9171）

　いよいよ古墳時代も後期となりま
した。時期としては６世紀に当たりま
す。この時期、古墳はそれまで築造さ
れなかった沿岸部や島しょ部にも築

造されました。西唐津の「中の瀬古墳群」、神集島の「鬼塚古
墳」などがそうです。これらの古墳は海が見渡せる場所に
立地しており、海の存在を強く意識しているといえます。
　その代表といえるのが呼子町加部島に築造された瓢塚
古墳です。
　瓢塚古墳は加部島の東北部、標高24メートルの台地に
位置します。全長18.5メートル、横穴式石室を持つ前方後
円墳です。
　古墳の東側は傾斜が急となり、高さ20メートルの急崖
を介して玄界灘に面していることから、海を行き交う船

「その後の末盧国（古墳編）」（10）
「瓢

ひさごつか

塚古
こ

墳
ふん

｣

唐津今昔物語61

唐ワンくんの

編 集 後 記
―市報からつ編集室から―

食卓を彩るヘルシーレシピ　㊻

彩り大豆サラダ

材料 （４人分）
大豆の水煮 150g
胡瓜 小１本
赤パプリカ 小1/4個
冷凍コーン 20g
レタス ４枚
ミニトマト ８個
☆オリーブ油 大さじ１
☆レモン果汁 大さじ1/2
☆こいくちしょうゆ 小さじ２
☆砂糖 大さじ1弱
☆ブラックペッパー 少々

作り方

大豆は水気を切っておく。胡瓜、赤パプ
リカは１cm角に切る。レタスは食べやす
い大きさに切り、ミニトマトは半分に切
る。赤パプリカ、コーンはさっと茹でて、
冷ましておく。

☆でドレッシングを作り、大豆の水煮、
胡瓜、赤パプリカ、コーンを混ぜ合わせる。

器にレタスを敷き、 2 を盛り付け、ミニ
トマトを飾る。

1

2

3

◆�クルーズ客船「にっぽん丸」の出港
を家族で見送りました。５歳の長女
は投下された紙テープを拾い集める
のに夢中。3歳の二女は大声で「あ
りがとう。また来てねー」を連発。
真剣に手を振っていました。1歳の
三女は紙テープが自分にあたらない
か警戒している表情。来年５月には、
外国客船が唐津港に初寄港予定。温
かく迎え入れたいですね。� （達）
◆�異動して２ヶ月。職場の先輩の皆さ
んに助けられながら、なんとか毎日
仕事をしています。これまでインド
ア派だったのが嘘のように、使いこ
なせないカメラを片手に取材に出か
けていますが、写真を見かえすたび、
技術不足とセンスと運のなさを思い
知ります。今度、広報紙作成の基礎
研修に参加予定なので、一から勉強
してきます。（彩）

　大豆は「畑の肉」と言われるほど
必須アミノ酸のバランスがよく、良
質のたんぱく質が含まれています。
　さらに、食物繊維やビタミン類
も豊富です。
　大豆の水煮を利用すれば手軽に
いろんな野菜と合わせてサラダに
することができます。

１人分約111kcal　塩分0.6g

アイリス探偵社唐津事務所

佐賀県公安委員会届出済　第91160003号 相談無料（予約制）秘密厳守

唐津市鏡4590 鏡ビル（2Ｆ202）☎77-3366
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★�６月の市議会本会議開催中は、番組を変更し、議会中継を放送し
ます。本会議が午後７時までに終了した場合は当日の午後７時
30分から、午後７時以降に終了した場合は終了後30分をめどに
再放送します。

特
集
番
組　
　
　
番
組
編
成
の
都
合
に
よ
り
放
送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

５月29日
～６月４日

唐津学教室「地方の歴史を考える⑤
唐津の近代へのアプローチ
　　－料理から見る近代史－」

講師：田島龍太さん（末盧館館長）
再放送 	 唐津のひいな遊び 講演
	 「神屋宗湛（博多の茶人）と唐津」

６月５日
～18日

防災啓発ビデオ
「がけ崩れを知ろう」
「避難していてよかった
　　　　～犠牲者ゼロをめざして～」
再放送 	 唐津学教室「地方の歴史を考える⑤
	 唐津の近代へのアプローチ
	 　－料理から見る近代史－」

６月19日
～６月25日

唐津松浦墳墓群 国史跡指定記念シンポジウム
「末盧国の自叙伝」①
◆報告「唐津松浦墳墓群 国史跡指定の意義」
講師：仁田坂聡（唐津市教育委員会）

◆基調講演「末盧国の調査研究史」
講師：小田富士雄さん（福岡大学名誉教授）

再放送 	 防災啓発ビデオ
	 「がけ崩れを知ろう」
	 「避難していてよかった
	 　　　　～犠牲者ゼロをめざして～」

６月26日
～７月２日

唐津松浦墳墓群 国史跡指定記念シンポジウム
「末盧国の自叙伝」②
基調講演「東アジアからみる末盧国」
講師：西谷正さん
　　　（九州大学名誉教授・海の道むなかた館長）
再放送 	 唐津松浦墳墓群 国史跡指定記念
	 シンポジウム「末盧国の自叙伝」①

チャンネルからつ番組表（行政放送）
12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください
火災や大雨など災害のときはチャンネルからつでも情報をお届けしています

地上デジタル

問 市政広報課（☎72-9189）

◎�唐津市ニュースは、耳の不自由な人のため
に、文字テロップ付きで放送しています。
◎�土・日曜日は、１週間の唐津市ニュースを
まとめて放送します。
◎�都合により、番組と時間を変更して放送す
る場合があります。

今
月
の
番
組
表

時間 放送内容
お知らせ文字放送

5:30 唐津市ニュース

6:30 各課からのお知らせ

7:30 唐津市ニュース

8:30 各課からのお知らせ

9:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください

11:30 各課からのお知らせ

12:30 唐津市ニュース

13:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

15:30 各課からのお知らせ

16:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

18:30 各課からのお知らせ

19:30 唐津市ニュース

20:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

22:30 唐津市ニュース

23:30 各課からのお知らせ

0:30 唐津市ニュース

1:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください
終了後はお知らせ文字放送

おき歯科医院おき歯科医院 唐津市原1392-5　TEL 77－3603

院内はバリアフリーですので

車椅子の方やベビーカーを利

用されている方もそのまま来

店できます。

　  診療時間 月 火 水 木 金 土 日･祝

9:00～13:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休

14:30～19:30 ○ ○ 休 ○ ○ 17時まで 休
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　北波多徳須恵にある草伝社をご存知ですか？
草伝社では、ゆったりとした和の空間の中で、唐
津焼を手に取り、じっくりとその魅力に触れ合
うことができます。また、唐津焼の個展や茶道教
室、茶花教室などのイベントも定期的に開催さ
れています。
　「自分の目で唐津焼のよさを感じてもらいた
いです。インターネットで見るのと生で見るの
とでは全然違いますから」と店主の原さんは話
されます。
　また、茶道教室などには、「お茶を知らないと

本物のお茶わんは
作れない」とのこと
で唐津焼の若手作
家さんも多数参加
されているとのこ
と。勉強の機会を提
供し、若手作家さん
育成の一助になり
たいとの信念を持
たれています。
　「「和の空間」「お菓子」「お茶」「唐津焼」それ
ぞれの文化が調和することで、それぞれのよさ
が引き立ちます。唐津の文化を発展させて、唐津
にしかない本物の魅力を伝えていきたい」と笑
顔で話されました。皆さん、本物の唐津文化に触
れてみませんか。（月・火曜日はお休みです）

　市報からつでは、８月号に掲載する唐津っこ（８月生まれ）の写真を募集し
ています。
　８月にお誕生日を迎える就学前までのお子さんの写真と①お子さんのお名前
（ふりがな）②年齢③生年月日④お子さんへのメッセージ（30字以内）⑤保護
者の氏名、住所、電話番号を下記メールアドレスに送信してください。

メールアドレス：kouhou@city.karatsu.lg.jp
＊�写真はお子さんが１人で写り、頭全体が写ったもので、応募の２か月以内に
撮影した加工前のものとします（市でトリミングする場合があります）。

＊掲載できるのは、１人１回です。
＊個人情報は適正に管理し、本業務でのみ使用します。
＊応募多数の場合は先着順となります。（最大３人まで）
＊締め切りは、６月30日（金）です。

問 市政広報課（☎72-9189）

こんにちは 唐津っこ♪ 募集

がんばっています②
原
はら

　和
かず

志
し

 さん　草
そう

伝
でん

社
しゃ

 店主（北波多）

文化の調和でつくる
本物の唐津文化

　

　旧高取邸の来館者が5月10日に50万人を突破しま
した。
　50万人目の来館者は、ご夫婦で市内の観光に訪れ
た鳥栖市の細

ほそ

井
い

扶
ふ じ こ

士子さんでした。細井さんには、峰
市長から唐津焼、旧高取邸から旧高取邸オリジナル
グッズの詰め合わせなどが贈られました。

旧高取邸の来館者が50万人を突破しました

問 文化振興課（☎53-7129）
細井扶士子さん・正

まさ

毅
き

さん夫妻(中央2人)、
溝
みぞかみ よしつぐ

上吉嗣(公財)唐津市文化事業団理事長(左端)、
峰達郎唐津市長(右端)
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